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（ 要 旨 ） 

新宿区民間賃貸住宅家賃助成の学生・勤労単身者向け募集の速やかな再開を求めま

す。 
 

（ 理 由 ） 
 新宿区は２０２０年度より、民間賃貸住宅家賃助成の学生・勤労単身者向け募集を打

ち切りました。廃止された助成は、学生・勤労者の新宿区への定住を促すために月１万

円・最長３年間の家賃助成を行うもので、区はこの制度は役目を終えたとしています。

しかしながら、区内在住の学生・勤労単身者の住宅・収入事情を鑑みれば、この制度は

今なお必要なものです。 
 ２０１９年に区が実施した「しんじゅく若者意識調査」によれば、６割以上の若者が

新宿に住み続けたいと答えています。一方で、新宿区から転出することを考える理由と

して「家賃・地代が高い」をあげる回答者は５０％、そのうち２９歳以下に限って見れ

ば、６４．７％にものぼっています。 
 この１０年間、家賃相場がほぼ横ばいである中で、青年労働者の実質賃金は低下し続

け、さらに新型コロナウイルス感染拡大の影響による収入減が若者の生活苦に拍車をか

けています。この状況下での助成廃止は、若者の生活を脅かすとともに新宿区への定住

を阻害するものです。区はこの現状を認識し、速やかに学生・勤労単身者向け募集を再

開すべきです。 
 

 


